
シリーズ『スポ少』紹介⑤ 

ＦＣアラノ スポーツ少年団 
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　ＦＣアラノは『児童の健全
育成』を主に『サッカーが好
きな子供の育成』と『うまく
て強いチームの育成』を指導
の３本柱に掲げ、日々活動し
ています。 
 チーム名(アラノ)の由来は、
旧馬頭町の新町(あらまち)と
いう土地名の“アラ”とサッ
カーの本場イタリアの都市名(ミ
ラノ等)でよく見かける“ノ”
をかけて“アラノ”と名づけ
ました。 
 第27回全日本少年サッカ
ー大会栃木県大会では準優勝
を成し遂げ関東大会出場を果
たすなど、これまでに数多くのタイトルを獲得してい
ます。 
 毎年秋にはＦＣアラノの主催大会『那珂川ちびっこ
ミニサッカー大会』を開催しており、毎回５０を超え
る沢山のチームが参加し盛大に執り行われております。
ミニサッカー大会としては県内最大級の大会です。ま

た、ＦＣアラノは、年間を通
してサッカーとフットサルの
大会に出場しています。 
  
【練習日】H23年度 
 ☆小学3～6年生:毎週月木 
 ☆幼児～小学2年生:毎週月 
【時間】☆19:00～20:30 
 ※基本的にナイター練習です。  
 ※土日に大会、練習試合等
　　があります。 
 ※フットサルの練習(大会)
　　は屋内(体育館)です。 
【練習場所】☆那珂川町小川
　　　　　　　運動場ほか 
 

※お父さんお母さん、子どもと共に充実したスポーツ
ライフを送ってみませんか。もちろん、「なでしこ」
（女子団員）も大歓迎です。 
連絡先 
ＦＣアラノサッカースポーツ少年団　団長　藤田善久 
　　　　　　　　　　　　　　　　090-1508-0340

ソフトボール投げで全国大会出場 東日本大会等出場激励会を開催 
～馬頭ウィングスポーツ少年団～ 
　全日本小学生選手権大会県予選会で3位となり、
第3回東日本小学生女子ソフトボール大会（7/30～
7/31・花巻市）と第28回関東小学生男女ソフトボ
ール大会（8/6～8/7・大田原市）に出場する馬頭ウ
ィングスポーツ少年団の激励会が、7月20日、山
村開発センターで行われました。 
 激励会では、まず大金町長から馬頭ウィング団
長の黒川隆行さん（馬頭）へ激励金の目録が手渡さ
れました。続いて町長の激励のあいさつがあり、
そのあと全員が大会に
向けての決意表明を行
いました。「今度こそは
優勝を持ち帰りたい」「一
つでも多く勝ちたい」「一
生懸命声を出して応援
したい」などと力強く決
意を語っていました。 

　小川南小学校６年の時庭彩加さんは、6月19日
に栃木市総合運動公園で行われた県予選会のソフ
トボール投げで1位となり、第27回全国小学生陸
上競技交流大会に出場することになりました。も
う少しで新記録となる58ｍ53の記録を出した時
庭さんは、7月7日に
役場町長室で行われ
た激励会で「思い切
り投げられて楽しか
った。全国大会では
60ｍ投げられるよう
にがんばりたいです」
などと話していまし
た。全国大会は、8月
26日・27日の2日間、
神奈川県の日産スタ
ジアムで開催されま
す。 
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